
技術上の適合性

→対象工事とならない理由
（欄外：対象番号を記入）

公共事業とし
ての必要性

地域づくり等と
の整合性

地域要望等と
の整合性

関係法令、構
造基準等との
適合性

早期対応の必
要性

他の管理者等
との調整の難
易

1 河川 　岩倉川
京都市左京区
岩倉上蔵町

　護岸整備と土砂浚渫 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

河床整正のみ
実施。護岸整
備は未実施。

2 河川 　桂川
京都市左京区
花脊大布施町

　護岸改修 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

3 河川 　安祥寺川
京都市山科区
安朱奧ノ田町

　護岸補強 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

4 河川 　静原川
京都市左京区
静市静原町

　護岸整備 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

下流水衝部の
低い区間の護
岸のみ実施

5 河川 　四ノ宮川
京都市山科区
四ノ宮川原町

　護岸補強 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

6 河川 　鴨川
京都市北区雲ヶ畑
中畑町～中津川町

　雑木の伐採と
　落差工の補修

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

雑木の伐採は
河川内護岸よ
り生えている
雑木のみ実施

7 河川 　安祥寺川
京都市山科区
御陵天徳町

　旧取水堰の撤去 無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

8 公園 　鴨川公園
京都市北区西賀茂
西柿ノ木町～出雲
路神楽町

　木製ベンチと木製階段
の改修

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実施する

①

◆【第１段階チェック：対象とならない工事】
　①国や市町村が管理する施設に関する工事
　②利便性向上や環境整備に関する工事
　③特定の個人や団体等の利益に限られる工事
　④道路改良工事や河川整備工事など相当の事業期間を要する大規模な工事、建物の新築・大規模な改築工事
☆《他事業での実施》
　⑤他の事業で既に着手している又は計画区間等に含まれている工事
◆【第２段階チェック：技術審査】
　６項目について○、×の評価を記入

種別 名　　　　　称 所在地 対象

公共事業としての必要性、地域づくりとの整合性 速効性

府民公募型整備事業（府民提案型）技術審査一覧【京都市域】

受付
番号

提案施設

提案概要
用地買収
の有無

工事の仕分け等（第１段階チェック） 技術審査（第２段階チェック）結果

技術審査
結果

事業委員会
意見等

備考

◆【技術審査結果】 
 ・実施する①…緊急性大 
 ・実施する②…緊急性中 
 ・実施する③…緊急性小 
 ・他事業で実施 
 ・実施しない 

安心・安全整備 

1



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 1

路線・河川名等 　岩倉川

所 在 地 　京都市
キョウトシ

左京区
サキョウク

岩倉
イワクラ

上蔵
アグラ

町
チョウ

提 案 内 容

　護岸整備
　(右岸　総延長：約１００ｍ)
　(１工区延長：約４０ｍ, ２工区延長：約６０ｍ)
　土砂浚渫
　(合流部  延長：約６０ｍ)

現 在 の 状 況

　当該区間は土羽護岸となっているが、崩壊した箇所はな
い。（写真④～⑥）
　村松川と合流地点では砂利等が堆積しているが、護岸は
設置されており、特に護岸高も低い箇所はない。（写真①～
③）

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　土羽護岸をコンクリート護岸への整備については実施しな
いが、経過観察はする。
　堆積土砂の著しい箇所においては河床整正を行い、河川
管理上の治水安全度の向上を図る。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

提案箇所 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 2

路線・河川名等 　桂川

所 在 地 　京都市
キョウトシ

左京区
サキョウク

花
ハナ

脊
セ

大
オオ

布施
フセ

町
チョウ

提 案 内 容 　護岸改修　（右岸　延長：約１５ｍ）

現 在 の 状 況
　 家屋隣接の土羽護岸が流出している。今後の大雨による
洪水が発生すると、増破につながり家屋に重大な影響を及
ぼす。

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　今後の大雨による流水から河岸の侵食・崩壊を防ぐた
め、護岸改修を実施する。

位 置 図

写　　　　　真
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① 

提案箇所 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 

桂川 
② 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 3

路線・河川名等 　安祥寺川

所 在 地 　京都市
キョウトシ

山科区
ヤマシナク

安
アン

朱
シュ

奥
オク

ノ田町
ダチョウ

提 案 内 容 　護岸補強　（左岸　延長：約２５ｍ）

現 在 の 状 況
   家屋隣接の石積護岸の基礎部が破損している。石積護
岸の基礎部から水が浸透し、さらには護岸背面を侵食し陥
没すると、家屋に重大な影響の恐れがある。

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　今後の大雨による流水から護岸背面の侵食・陥没を防ぐ
ため、護岸に根継工等の補強を図る。

位 置 図

写　　　　　真
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② 
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写真① 写真② 

① 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 

③ 

⑤ 
④ 



府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 4

路線・河川名等 　静原川

所 在 地 　京都市
キョウトシ

左京区
サキョウク

静
シズイチ

市静
シズ

原
ハラ

町
チョウ

提 案 内 容 　護岸整備　（左岸　延長：約１１０ｍ）

現 在 の 状 況
　土羽護岸であるが、崩壊している箇所ない。土砂が曲部
の内側に堆積している。豪雨時に田へ流水する被害が発
生している。

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　今後の大雨による堤防からの流水を防ぐため、最下流の
水衝部の低い区間(写真④）のみ護岸整備を図り、堆積土
砂の著しい箇所においては河床整正を行い、河川管理上
の治水安全度の向上を図る。

位 置 図

写　　　　　真
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① 

提案箇所 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 

静原川 

② 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 5

路線・河川名等 　四ノ宮川

所 在 地 　京都市
キョウトシ

山科区
ヤマシナク

四
シ

ノ宮
ミヤ

川原町
カワラチョウ

提 案 内 容 　護岸補強　（左岸　延長：約４０ｍ）

現 在 の 状 況

　護岸の沈下により、隣家のブロック塀に隙間が生じてい
る。　（3.5cm～6.5cm）
　石積護岸の基礎部から水が浸透し、さらには護岸背面を
侵食し陥没の恐れがある。

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　今後の大雨による流水から護岸背面の侵食・陥没を防ぐ
ため、河床・護岸にコンクリート張を行い補強を図る。

位 置 図

写　　　　　真
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① 

提案箇所 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 6

路線・河川名等 　鴨川

所 在 地 　京都市
キョウトシ

北区
キタク

雲
クモ

ヶ畑
ハタ

中畑町
ナカハタチョウ

～中津川
ナカツガワ

町
チョウ

提 案 内 容
　雑木の伐採　（両岸　延長：約１５００ｍ）

　落差工の修繕

現 在 の 状 況
　河川護岸から雑木が覆い茂り、洪水時に流木等がかかり
やすくなっている。落差工の一部が破損しており、土砂止め
の効果が減じている。

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　破損している落差工については、今後の大雨による流水
による増破を防ぐため、提案どおり修繕する。
　護岸に生えている雑木は護岸を弱体化させ、河積阻害と
なるため伐採し、河川管理上の治水安全上の向上を図る。
他の樹木については、伐採しない。

位 置 図

写　　　　　真
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① 

提案箇所 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 7

路線・河川名等 　安祥寺川

所 在 地 　京都市
キョウトシ

山科区
ヤマシナク

御陵
ミササギ

天徳町
テントクチョウ

提 案 内 容 　旧取水堰の撤去　（延長：約１０ｍ）

現 在 の 状 況
　 旧取水堰があり、その下流は河床がコンクリートで固めら
れている。そのため河川断面が小さくなり、豪雨時は水勢
が強まり既設護岸に影響を及ぼす。

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　今後の大雨による流水から護岸背面の侵食・崩壊を防ぐ
ため、堰・河床を撤去し、河床高を下げた後、根継ぎ、河床
張を実施する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

① 

提案箇所 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 
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③ ④ 
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府民公募型整備事業（　市町村協働型　・　府民提案型　）

番 号 8

路線・河川名等 　鴨川公園

所 在 地 　京都市
キョウトシ

北区
キタク

西
ニシ

賀茂
カモ

西
ニシ

柿
カキ

ノ木
キ

町
チョウ

～出雲路
イズモジ

神
カミ

神楽
カグラ

町
チョウ

提 案 内 容 　木製ベンチや木製階段の改修

現 在 の 状 況
　木製ベンチや木製階段等が老朽化し、破損している。
　とげが刺さったり、階段等で転倒することも予想される。

第１・２段チェック等 　対象施設であり技術審査結果もすべて評価は○である。

対応案及び
実施不可の場合
の理由

　 過年度に公園を訪れた利用者がけがをした事故もあり、
利用者の安全を確保するため、材料の変更も含め改修を
実施する。

位 置 図

写　　　　　真

安心・安全整備 

写真① 写真② 

写真③ 写真④ 

写真⑤ 写真⑥ 
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